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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/08     (2019.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/11     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月16日(2021.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における自己免疫疾患、ウイルスもしくは微生物による病態形成、炎症またはがん
の阻害における使用のための薬剤であって、ＴＬＲ７のＣ９８とＣ４７５との間またはそ
の対応する位置の間のジスルフィド結合形成に拮抗する薬剤。
【請求項２】
　薬剤が、ＴＬＲ７のアミノ酸４～１９４の間の連続アミノ酸最大１９０個に対して少な
くとも７０％のアミノ酸配列類似性を有するアミノ酸配列を有する、アミノ酸約４～約１
９０個の長さのペプチドを含み、但し、ペプチドがＴＬＲ７の９８番目に相当する位置に
システイン残基を含むことを条件とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３】
　薬剤が、ヒトＴＬＲ７の９５～１０４番目のアミノ酸に対応する、ＤＸ１ＲＣＮＣＸ２

ＰＸ３Ｘ４（配列番号２７）（ここで、Ｘ１はＬ、ＦまたはＭであり、Ｘ２はＶまたはＩ
であり、Ｘ３はＶまたはＩまたはＡまたはＰであり、Ｘ４はＰまたはＬまたはＫまたはＲ
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である）に対して少なくとも７０％の類似性を有するアミノ酸配列を有するペプチドを含
み、但し、ペプチドがＴＬＲ７の９８番目に相当する位置にシステイン残基を含むことを
条件とする、請求項２に記載の薬剤。
【請求項４】
　ペプチドが、アミノ酸配列ＤＦＲＣＮＣＶＰＩＰ（配列番号２６）を含む、請求項３に
記載の薬剤。
【請求項５】
　ペプチドが、ペプチドの細胞への取込みを可能とする、ペプチドのＮ末端またはＣ末端
に結合する部分をさらに含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項６】
　部分が、親水性ペプチド、両親媒性ペプチドまたは周期性アミノ酸配列もしくはコレス
テノールとの結合体を有するペプチドである、請求項５に記載の薬剤。
【請求項７】
　親水性ペプチドが、ＴＡＴ（配列番号２）、ＳｙｎＢ１（配列番号３）、ＳｙｎＢ３（
配列番号４）、ＰＴＤ－４（配列番号５）、ＰＴＤ－５（配列番号６）、ＦＨＶｃｏａｔ
（配列番号７）、ＢＭＶ　Ｇａｇ－（７－２５）（配列番号８）、ＨＴＬＶ－ＩＩ　Ｒｅ
ｘ－（４－１６）（配列番号９）、Ｄ－Ｔａｔ（配列番号１０）およびＲ９－Ｔａｔ（配
列番号１１）からなる群から選択される、請求項６に記載の薬剤。
【請求項８】
　両親媒性ペプチドが、トランスポータンキメラ（配列番号１２）、ＭＡＰ（配列番号１
３）、ＳＢＰ（配列番号１４）、ＦＢＰ（配列番号１５）、ＭＰＧ［ＭＰＧａｃ］（配列
番号１６）、ＭＰＧ（ΔＮＬＳ）（配列番号１７）、Ｐｅｐ－１（配列番号１８）および
Ｐｅｐ－２（配列番号１９）からなる群から選択される、請求項６に記載の薬剤。
【請求項９】
　周期性アミノ酸配列を有するペプチドが、ポリアルギニンまたはポリリジン配列を含む
、請求項６に記載の薬剤。
【請求項１０】
　ＴＬＲ７のＣ９８とＣ４７５との間またはその対応する位置の間のジスルフィド結合形
成に拮抗する薬剤、ならびに１つまたは複数の医薬担体、賦形剤および／または希釈剤を
含む医薬組成物。
【請求項１１】
　薬剤が、ＴＬＲ７のアミノ酸４～１９４の間の連続アミノ酸最大１９０個に対して少な
くとも７０％のアミノ酸配列類似性を有するアミノ酸配列を有する、アミノ酸約４～約１
９０個の長さのペプチドを含み、但し、ペプチドがＴＬＲ７の９８番目に相当する位置に
システイン残基を含むことを条件とする、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　薬剤が、ヒトＴＬＲ７の９５～１０４番目のアミノ酸に対応する、ＤＸ１ＲＣＮＣＸ２

ＰＸ３Ｘ４（配列番号２７）（ここで、Ｘ１は、Ｌ、ＦまたはＭであり、Ｘ２は、Ｖまた
はＩであり、Ｘ３は、ＶまたはＩまたはＡまたはＰであり、Ｘ４は、ＰまたはＬまたはＫ
またはＲである）に対して少なくとも７０％の類似性を有するアミノ酸配列を有するペプ
チドを含み、但し、ペプチドがＴＬＲ７の９８番目に相当する位置にシステイン残基を含
むことを条件とする、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　ペプチドが、アミノ酸配列ＤＦＲＣＮＣＶＰＩＰ（配列番号２６）を含む、請求項１２
に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　ペプチドが、ペプチドの細胞への取込みを可能とする、ペプチドのＮ末端またはＣ末端
に結合する部分をさらに含む、請求項１０～１３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　部分が、親水性ペプチド、両親媒性ペプチドまたは周期性アミノ酸配列もしくはコレス
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テノールとの結合体を有するペプチドである、請求項１４に記載の医薬組成物。
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